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１ 総合情報館の概要 

 

（１）設置の目的 

芳賀町総合情報館は、図書館・博物館・文書館の複合施設として、平成 20年 10月 3日に開館し

た。芳賀町では、平成 4 年、公民館図書室が芳賀町民会館内に開室されていた。しかし、開架書架

も満杯となり、閲覧コーナーの狭隘さ等図書室サービスを十分に展開することは出来ず、平成 10 年

代に入り住民から図書館設置が要望され始めた。 

博物館施設については、昭和 49 年、旧南高根沢村役場庁舎を利用して郷土資料館が設置され

た。この施設は、平成 12 年、廃校となった与能小学校にその機能を移転し引続き運営していたが、

十分に活用されているとは言い難い状況だった。 

文書館は、芳賀町史編さん事業がそのきっかけである。平成 6年度から本格的に開始された事業

が中盤に差し掛かった平成 10 年度の第五回芳賀町史編さん委員会において、収集資料の保存活

用について意見が出されたことをきっかけに、文書館構想が浮上した。この頃より、編さん業務ととも

に、地方公文書館への視察や総務課所管であった町史編さん室を教育委員会に所管変更するなど

将来の文書館を見据えた活動が行なわれるようになった。 

以上のような図書室、郷土資料館、町史編さん室の状況があり、芳賀町の町創りに対する理念等

が集約された結果、図書館・博物館・文書館の機能を複合した総合情報館構想へと結実した。 

そして、総合情報館は、町民と町が一体となって文化・地域・行政情報資源を収集活用し、社会の

急速な変化に十分対応できる、新たな地域創造を図る新世紀芳賀町の生涯学習と文化活動の総合

拠点とすることを目標とした。 

 

（２）総合館としてのメリット 

規模の小さな単独館を別々に設置しても、いずれも不十分なものとなりがちである。そのため、総

合情報館は町民のニーズの変化や情報の高度化にも対応しやすく、一体的に利用することでその

利便性を高めることができるとし、機能の集約性をメリットとして掲げている。 

 

（３）建物の概要（主な施設の面積） 

敷地面積            4,146.74㎡     普通収蔵庫           149.25㎡ 

建築面積            2,411.33㎡   特別収蔵庫            48.96㎡ 

延床面積            2,959.34㎡ 地域資料庫           185.75㎡ 

図書館               963.66㎡ 体験学習室兼作業室      58.07㎡ 

展示室 1              99.05㎡ 多目的室              88.45㎡ 

展示室 2             134.95㎡ 会議室               14.01㎡ 

構造規模                             ＲＣ造、一部Ｓ造、地上 2階 
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（４）開館までの経過 

平成 15年 6月 27日 第 1回総合情報館（仮称）設立構想専門委員会 

平成 15年 8月 5日 第 1回総合情報館（仮称）設立構想懇談会開催 

平成 15年 8月～9月 各種団体からの意見聴取 

平成 15年 9月 12日～

9月 13日 

専門委員会、懇談会合同研修会（茨城県八千代町、猿島

町、三和町） 

平成 16年 3月 8日 専門委員会『芳賀町総合情報館（仮称）基本構想』提出 

平成 16年 5月 24日 第 1回建設委員会開催 

平成 16年 6月 28日 第 1回建設委員会専門部会開催 

平成 16年 11月 4日 建設委員会『（仮称）芳賀町総合情報館基本計画書』提出、

第１回プロポーザル審査委員会開催 

平成 16年 11月 10日 基本設計に関するプロポーザル説明会（6社） 

平成 16年 12月 18日 第 2回プロポーザル審査委員会開催、（株）日本設計の提案

採用 

平成 16年 12月 28日 （株）日本設計と基本設計の業務委託契約を締結 

平成 17年 3月 24日 （株）日本設計より、基本設計図書納品 

平成 17年 4月 1日 生涯学習課に総合情報館推進係設置 

平成 17年 7月 4日 （株）日本設計と総合情報館実施設計業務委託契約締結 

平成 17年 11月 30日 （株）日本設計より、総合情報館実施設計図書納品 

平成 18年 3月 18日 総合情報館運営説明会開催 

平成 18年 6月 2日 飛島建設（株）と総合情報館建設工事請負契約締結 

平成 18年 9月 20日 基礎工事開始 

平成 19年 9月 28日 飛島建設（株）より、建設工事完了届提出 

平成 19年 12月 21日 愛称を「知恵の環館」に決定する 

平成 20年 4月 1日 芳賀町総合情報館設置管理条例制定 

平成 20年 7月 20日 総合情報館図書館プレオープン 

平成 20年 10月 3日 総合情報館落成式 

 

（５）平成 28年度の組織 

・芳賀町教育委員会―生涯学習課―総合情報館係―図書館・博物館・文書館 

館長（生涯学習課長兼務） 1名 係長 1名 

主査 2名 図書館司書（嘱託員） 4名 

博物館学芸員（嘱託員） 1名 学校図書館司書（嘱託員） 4名 

                      計 13名 
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２ 図書館の統計と事業 

 

（１）開館日と入館者数 

 平成 28年度 平成 27年度 前年度比 

開館日数 297日 301日 ▲ 4日 

入館者数 113,000名 111,967名 1,033名 

1日平均入館者数 380名 372名 8名 

17時以降入館者数 12,057名 11,324名 733名 

17時以降平均入館者数 40名 38名 2名 

  ※入館者数は入館カウンターによる延人数  

 

（２）貸出利用者数と資料貸出数 

 平成 28年度 平成 27年度 前年度比 

貸出利用者数 33,310名 32,616名 694名 

町内貸出利用者数 16,207名 16,282名 ▲ 75名 

貸出点数 149,629点 144,825点 4,804点 

町内貸出点数 68,619点 69,066点 447点 

1日平均貸出利用者数 112名 108名 4名 

1日平均貸出点数 504点 481点 23名 

 

（３）新規登録者数 

 平成 28年度 平成 27年度 前年度比 

新規登録者数 686名 647名 39名 

町内在住者新規登録者数 235名 322名 ▲ 87名 

 

（４）所蔵資料数（概要） 

 平成 28年度 平成 27年度 前年度比 

一般書 63,535冊 61,204冊 2,331冊 

児童書 18,777冊 18,200冊 577冊 

絵本 12,865冊 11,736冊 1,129冊 

紙芝居 659冊 648冊 11冊 

雑誌 1,917冊 1,721冊 196冊 

地域資料 2,070冊 1,974冊 96冊 

VHS（ビデオテープ） 1,296点 1,299点 ▲ 3点 

DVD 1,490点 1,377点 113点 

CD 2,211点 2,144点 67点 

合計（点） 104,820点 100,303点 4,517点 
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（５）受入資料数と除籍資料数 

 平成 28年度 平成 27年度 前年度比 

受入資料数（寄贈資料を含む） 5,840点 6,606点 766点 

受入新聞種数 11種 11種 － 

受入雑誌種数 96種 90種 6種 

除籍資料数（雑誌を含む） 1,323点 942点 381点 

 

（６）各種サービス 

 平成 28年度 平成 27年度 前年度比 

インターネットコーナー利用者数 552名 512名 40名 

視聴コーナー利用者数 1,283名 1,354名 ▲ 71名 

コピーサービス枚数 1,105枚 877枚 228枚 

資料予約リクエスト数 6,306点 6,050点 256点 

レファレンス件数 1,034件 1,694件 ▲ 660件 

他館相互貸借資料数（貸出数） 788点 1,004点 ▲ 216点 

他館相互貸借資料数（借受数） 205点 303点 ▲ 98点 

 

（７）団体貸出 

・定期的に以下の施設に児童書、絵本、紙芝居の団体貸出を行っている。 

芳賀中学校 幼保連携型 認定ひばりこども園 

芳賀北小学校 みずはし保育園 

芳賀東小学校 祖母井保育園 

芳賀南小学校 のぶ幼稚園 

子育て支援センターあっとほーむ 

学童保育（おひさま、なかよし、あおぞら） 新規 

    平成 28年度より新たに各校学童保育への団体貸出を開始した。 

 

（８）図書館資料の特集展示 

利用者に図書に親しんでもらうため、館内に特集展示コーナーを設けている。常設として、「ＬＲ

Ｔ」、「福田たね・青木繁を知る」、「学校記念誌」、「学生支援」、「自動車」、「朝ドラ・大河」、「健康

情報」等を設けている。月毎には、大人向け・子ども向けにテーマを決め、特集展示を行っている。

また、博物館業務と連携し、展覧会の開催期間中、その展示についての関連図書の特集展示を

行っている。その他、社会で話題になっている事柄についての特集展示をその都度行った。 

今年度は、常設展示として町の特産品の梨、イチゴ、トマト、米などの本を集めた「芳賀の農作

物」を新たに設けた。また、今年度も子ども向けに町内学校の夏休み・冬休み期間に合わせて対

面朗読室内を装飾し、おばけのへや・クリスマスのへやなどを作り、関連本の特別展示を行った。 

また、都市計画課と協同でＬＲＴ事業の周知を行うため、ＬＲＴコーナーに町作成のＬＲＴのＰＲ

動画を流すようにした。 
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（９）図書館の催事 

   平成 28年度は、乳幼児連れの親子でも子どもの声などを気にせず、気軽に情報館へ来館して

もらえるように、毎週水曜日の午前中を「あかちゃんたいむ」に設定した。時間中は館内に音楽を

流し利用者に周知した。この時間中に町ＡＬＴ（英語講師）による英語の歌や手遊びなどを行う「え

いごであそぼ！」を開催した。 

・あかちゃんたいむ時に、町内保育園の団体利用を開始した。（280名利用） 

   ・一般利用者向けとして「秋の映画会」「図書館寄席」「箏ミニコンサート」を新たに開催した。 

 

 

 

①えいごであそぼ！ 

概   要 「あかちゃんたいむ」中に町ＡＬＴによる英語の歌や手遊びなどを実施 

対 象 者 乳幼児とその保護者 

場   所 おはなし室 

実 施 日 毎週水曜日 9:45～ 

参加者数 542名（子どものみ） 
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②図書館おはなし会 

概   要 
子どもが楽しんで読書に親しむ機会を提供するため、ボランティアの

方々（5名）の協力を仰ぎ、絵本や紙芝居の読み聞かせを実施した。 

対 象 者 乳幼児～小学校低学年とその保護者 

実 施 日 毎月第 3土曜日 午前 11時～30分程度 

実施回数 12回 

参加者数 105名 

 

③ブックスタート事業 

概   要 

赤ちゃんとその保護者に、楽しく温かいひと時が持たれることを願い、

絵本を開く楽しい体験と一緒に、絵本を手渡す活動。芳賀町保健セ

ンターにおいて、検診時に乳幼児に本を配布し読み聞かせを行う。 

実施回数 6回（5月・7月・9月・11月・1月・3月） 

対 象 者 10か月健診幼児 

配布者数 127名 

開催場所 芳賀町保健センター 

配布絵本 
林 明子 『おつきさま こんばんは』 ／三浦 太郎 『くっついた』 

／かがくい ひろし 『だるまさんが』 

 

④夏休み情報館スタンプラリー 

概   要 
夏休み期間中、専用のスタンプカードを窓口で配布し、貸出１日１回

につきスタンプを１個押印し、その個数により景品をプレゼントした。 

対 象 者 幼児～中学生 

実 施 日 平成 28年 7月 21日（木）～8月 28日（日） 

参加者数 186名 

 

⑤１日司書にチャレンジ！ 

概 要 
図書館の利用促進を目的として、窓口業務、本の配架、フィルムコー

ト貼り付け作業等、簡単な図書館業務体験を行った。 

開催期間 平成 28年 7月 27日（水）～7月 29日（金） 

対 象 者 小学生 

参加者数 各日 4名 （合計 12名） 

 

⑥こわ～いおはなし会・映画会 

概   要 

芳賀町ロマン花火開催に合わせて、お化け屋敷風に装飾した対面朗

読室内で、司書によるこわい絵本の読み聞かせを行った。また、多目

的室では、大人向けに怖いお話の DVDを視聴する場を設けた。 

対 象 者 幼児～小学生 

実 施 日 平成 28年 8月 6日（土）  
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⑦ダンディライオン「絵本の中からクッキング」でのブックトーク 

 

 

⑧夏休み子ども映画会 

概   要 所蔵の上映権付ＤＶＤ「サンリオ映画ユニコ」を多目的室で上映した。 

対 象 者 幼児～小学生 

実 施 日 平成 27年 8月 23日（火） 

参加者数 12名 

 

⑨「しかけ絵本をつくろう」教室 

概   要 

特定非営利活動法人「科学オリンピック教室」主催で開催した。子ども

に好きな絵を描いてもらい、しかけのある絵本を実際に作ってもらっ

た。教室の開始時には、読み聞かせボランティアの方による絵本の読

み聞かせを行った。 

対 象 者 幼児～小学生 

実 施 日 平成 28年 7月 30日（土） 

参加者数 20名 

 

⑩クリスマスおはなし会＆映画会 

概   要 

「クリスマスのへや」内でのボランティア・司書によるクリスマス絵本の

読み聞かせを行った。また多目的室でアニメ映画「スノーマン」の上映

会を行った。 

対 象 者 幼児～小学生程度 

実 施 日 平成 28年 12月 24日（土） 

参加者数 10名 

 

⑪クリスマス「司書サンタがやってきた」（新規） 

概   要 
子どもへのクリスマスプレゼントとして、司書がそれぞれ子どもにおす

すめする本を選書し、セットにして、専用のバッグに入れて貸出した。 

対 象 者 幼児～中学生程度 

実 施 日 平成 28年 12月 1日（土）～12月 24日（土） 

用 意 数 80袋 

 

 

概   要 
ダンディライオン主催の「絵本の中からクッキング」に参加し、食べ物に

関する絵本で司書がブックトークを行った。 

対 象 者 学童保育、保護者 

実 施 日 平成 28年 8月 11日（木） 

平成 29年 1月 26日（木） 

参加者数 39名 
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⑫本の福袋を借りよう 

概   要 

普段本を手に取らないような人にも図書館の本に興味を持ってもらう

きっかけとなるよう、お正月イベントとして、司書がテーマ別に選書し

た本を表紙、中身がわからないように紙袋に入れ、「福袋」として利用

者へ貸出した。 

対 象 者 子ども～大人 

実 施 日 平成 29年 1月 7日（土）～無くなり次第終了 

用 意 数 1人 1セット（一般書 10セット 児童書 10セット ※1セットは 3冊） 

 

⑬新春ミニコンサート 箏とものがたりの響宴 （新規） 

概   要 

新春特別企画として、新春におすすめの物語を箏の調べにのせ司書

が紹介するミニコンサートを交流ラウンジで開催した。箏演奏は前川

智世氏・津野田智代氏の 2 名に依頼。演奏前後に抹茶サービスを行

った。 

対 象 者 子ども～大人 

実 施 日 平成 29年 1月 7日（土） 

参加者数 63名 

 

⑭図書館寄席 （新規） 

概   要 
情報館への来館を促すため、一般利用者を対象に「真岡落語研究

会」に出演を依頼し、多目的室で落語の「寄席」公演を開催した。 

対 象 者 小学校高学年～大人 

実 施 日 平成 28年 11月 27日（土） 

参加者数 42名 

 

⑮秋の映画会 （新規） 

概   要 
多目的室で所蔵の上映権付ＤＶＤ井上ひさし原作の「映画父と暮せ

ば」を上映した。 

対 象 者 大人 

実 施 日 平成 28年 11月 3日（木祝） 

参加者数 17名 

 

⑯（共催）親子でめぐるはがまる絵本バスツアー （新規） 

概   要 

絵本「万智子とはがまるくんの芳賀町探検記」で紹介された町内の名

所を巡るバスツアーを家庭教育オピニオンリーダー会芳賀支部・県東

親育ちスマイルネットとの共催で開催した。 

対 象 者 子どもとその保護者 

実 施 日 平成 28年 10月 5日（水） 

参加者数 13組 27名 
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⑰読書ビンゴにチャレンジ！ （新規） 

概   要 

図書館の資料分類法「日本十進分類法」をわかりやすく理解してもら

えるようにビンゴゲームの形で開催した。分類ごとに本を借りて列を揃

えることで景品をプレゼントした。 

対 象 者 幼児～中学生 

実 施 日 平成 28年 10月 27日（木）～11/9(水)読書週間期間 

参加者数 29名 

 

⑱図書館まつり 

概   要 

情報館の認知度を高めると共に、多くの人に本の楽しさや魅力を知

ってもう読書推進活動を目的に開催した。内容として、古雑誌のチャ

リティー配布会、BOOK ラリー、ワークショップ、映画会、読み聞かせ

ボランティアによるおはなし会を行った。 

また、町内各学校の図書館の取組みを紹介するパネル展も行った。 

実 施 日 平成 29年 3月 11日（土）生涯学習まつりとの共催 

 

⑲古雑誌チャリティー配布会 

開催期間 平成 29年 3月 11日（土）～無くなり次第終了 

概 要 

保存期限切れで除籍した雑誌を館内で配布し、利用者に提供した。

図書館まつりの一環として実施した。 

雑誌、１人 10冊まで 

 

 

 

（１０）レファレンス 

 利用者からの所蔵調査や様々な調べもの、資料に関すること等の問い合わせや相談を随時窓口

で受け付けている。町の歴史・文化等の問い合わせについては、文書館と連携し文書館資料を提供

する等している。 

 

（１１）学校図書館との連携 

児童、生徒の読書活動を推進し、町内各学校と総合情報館との連携を強化するために、学校図

書館司書の所属を総合情報館係としている。学校図書館司書は、各学校図書館の運営を行うととも

に、土日祝日、夏休み、蔵書点検期間等は、総合情報館図書館の業務に携わっている。 

平成 28 年度は、外部講師を招き「学校司書・司書教諭合同研修会」を総合情報館主催で開催し、

学校図書館運営の方法などの研修を行った。 

 

（１２）芳賀チャンネルＤＶＤの貸出 

  芳賀チャンネルを視聴できない又は放送を見逃した利用者のために、芳賀チャンネルの放送内

容を収めたＤＶＤを作成し、図書館で貸出を行っている。（町企画課との共同事業） 
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（１３）出張貸出 

来館困難な高齢者への読書支援として、町の高齢者福祉事業である「芳賀町いきがいサロン」（八

ツ木）に、職員が図書館の本を持って出向き、高齢者に図書の出張貸出を行っている。 

（毎月第１、第３火曜日実施） 

※ 平成 28年度は新たに東水沼・水橋サロンの 2 ヶ所を追加した。 

 

（１４）研修活動等  

職員の資質向上、他機関との情報交換等を目的として栃木県立図書館や栃木県央図書館協

議会主催の各種研修、会議等に参加した。 

 

（１５）子ども読書活動推進計画 

 平成 27年 9月から芳賀町子ども読書活動推進計画策定委員会を設置開催し、平成 28年 3月、

「第 3次芳賀町子ども読書活動推進計画」（平成 28年度～平成 31年度の 4か年）を策定した。 

 平成 28 年度は市町・学校等子どもの読書活動推進担当者会議において「芳賀町における子ども

の読書活動推進の取組み～学校図書館の充実を目指して～」と題し事例発表を行った。 

 

（１６）その他 

・ 栃木県立図書館をはじめとする各機関からの業務照会事項に対応した。 

・ 栃木県内、県外図書館との相互貸借業務を行った。 

・ 栃木県立図書館の新規サービス「居住地返却制度」へ参加した。 

・ ヤングアダルトの貸出促進を図るために作成している「YAブックリスト」の第 2弾を作成し、YAコ

ーナーで配布した。また、ＹＡ新聞「よんでみ～ＹＡ」を作成し館内に掲示した。 

・ 平成 28年 9月 28日（水）～9月 30日（金）までの 3日間、蔵書点検を実施した。 

ＤＶＤ、ＣＤの盗難が多発したため、昨年度配架方法を変更し、中のディスクを事務室内保管と

した結果、平成 28年度は盗難された資料は無かった。ただ、貸出処理に若干時間を要するよ

うになってしまったため、利用者には引き続き理解協力を求めていく。 

・ 館内に新たに特集コーナーを増設した。 

・ 2階体験学習室を閉架書庫として整備した。 

・ 博物館の展示に合わせた特集（とちぎのカエル展・いせひでこ展）を行った。 

 

        

⑭新春ミニコンサート                    ⑮図書館寄席 



11 

 

 

⑲図書館まつり 

    
三太郎かるた                       ワークショップ「おかしのいえ」 
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３ 博物館の統計と事業 

 

（１）企画展・普及教育事業の開催 

  

 平成 28年度 平成 27年度 前年度比 

展示室観覧者数 13,021名 14,944名 ▲ 1,923名 

企画展関連事業参加者数 350名 282名 68名 

収蔵庫見学者数 301名 241名 60名 

 

 ①企画展（4回）  

展覧会名 
栃木県立博物館地域移動博物館 

「とちぎのカエルとサンショウウオ」 

会 期 平成 28年 6月 25日（土）～8月 7日（日） 

観覧者数 3,172名 

展示概要 

栃木県立博物館の資料を県内各地の施設で展示する移動博物館で

ある。平成 28 年度は、子どもから大人まで楽しめる内容で両生類の展

示を行った。特に、栃木県内に生息するカエルやサンショウウオについ

て標本に加え、立体模型や映像資料も展示され、好評であった。 

 

展覧会名 
いせひでこ絵本原画展 

～過去から未来へつなぐ木～ 

会 期 平成 28年 8月 20日（土）～10月 2日（日） 

観覧者数 3,236名 

展示概要 

総合情報館は図書館、博物館、文書館の複合館であるため、図書館と

協力し、絵本原画展を開催した。 

いせひでこ氏は、繊細な画風で著名な画家・絵本作家である。著

書が、小中学校の国語の教科書に掲載され、子ども達にもなじみ

のある作家でもある。受賞作も多く、その作品は幅広い世代を魅

了し、日本各地および栃木県内でも、原画展や講演が数多く開催

され毎回の展覧会も大変好評であった。 

 

展覧会名 収蔵資料展 2017  物語と風景 （展示室１） 

会 期 平成 28年 2月 11日（土祝）～3月 12日（日） 

観覧者数 1,237名 

展示概要 

収蔵資料の中から、物語と風景をテーマに美術資料を展示した。

特に、福田たねと岩村秀巖の作品は芳賀町出身の画家であるため、

町内外からの問い合わせも多く、展覧会を心待ちにしていた来館

者もあった。 
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②共催展（１回） 

展覧会名 
第 5回 文星芸術大学による地域文化と芸術の融合 

『知恵の環・芸術連鎖 物語から生まれたかたち』展 

会 期 平成 28年 5月 14日（土）～6月 12日（日） 

観覧者数 1,861名 

展示概要 

芳賀町在住で、文星芸術大学名誉教授の林香君氏プロデュースによ

る展覧会である。今回は、物語をテーマに、文星芸術大学関係者と

栃木県内の小中高等学校の教員、生徒による作品を展示した。 

 

③企画展・共催展関連事業 

事 業 名 
地域移動博物館関連講座 

「カエルのふしぎイモリのひみつ」 

開 催 日 平成 28年 7月 30日(土)14:00～ 

講 師 林光武（栃木県立博物館自然課長） 

参加者数 25名 

 

事 業 名 
いせひでこ絵本原画展関連 

「チェロとギターのミニコンサート」 

開 催 日 平成 28年 8月 28日（日）16:00～ 

講   師 今村樂（チェリスト）・田部井とおる（ギタリスト、作曲・編曲家） 

参加者数 98名 

 

事 業 名 
いせひでこ絵本原画展関連ワークショップ 

「世界にひとつしかない絵本をつくろう」 

開 催 日 平成 28年 9月 24日（土）14:00～ 

講   師 いせひでこ（画家・絵本作家） 

参加者数 37名 

 

事 業 名 いせひでこ絵本原画展関連ギャラリートーク 

開 催 日 平成 28年 9月 25日（日）14:00～15:00 

講   師 いせひでこ（画家・絵本作家） 

参加者数 80名 

 

事 業 名 
いせひでこ絵本原画展関連特別講演会 

「大人の気づき子どもの成長―絵本は心育てのバイブル―」 

開 催 日 平成 28年 9月 25日（日）15:00～16:30 

講   師 柳田邦男（ノンフィクション作家） 

参加者数 82名 

 ※講演会終了後、柳田邦男氏といせひでこ氏のサイン会実施 
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文星芸術大学関係 

事 業 名 第 5回文星芸術大学による地域文化と芸術の融合展 ギャラリートーク 

開 催 日 平成 27年 5月 23日(土) 10:00～10：30 

講 師 
林香君（文星芸術大学名誉教授）・戸津圭之介（東京藝術大学名誉教授）

石川茂（佐野日本大学高等学校） 

参加者数 28名 

 

  

文星芸大展のギャラリートークの様子     いせひでこ絵本原画展関連ワークショップ 

「世界にひとつしかない絵本を作ろう」 

④アンケート集計結果 

・企画展の期間中、展示室出入り口付近にアンケート箱を設置し、アンケートを行った。 

 アンケート総数：232件 

 

 1．年齢 

未就学 小学 中学 高校以上

(10代) 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80以上 

4 57 5 4 6 22 29 36 40 27 2 

 

 2．住まい 

芳賀町内：68 芳賀町以外の県内：142 県外：20 

 

 

無回答：2 

宇都宮：47   真岡：20   市貝：13 

高根沢：5    益子：15   茂木：9 

那珂川：3    小山：4    壬生：1 

大田原：2    栃木：2    鹿沼：5 

那須：1      さくら：5   下野：4 

那須烏山：2   日光：1     上三川：1 

無回答：1      

茨城：14   

東京：2    神奈川：1 

千葉：2    沖縄：1 

   ※夏休み中は帰省者、「いせひでこ絵本原画展」の時は新聞・チラシ・インターネットなどの情報

で、遠方から来館された方があった。 

   ※遠方からの来館者は、昼食やお土産の購入のため、道の駅はがなど町内の店舗の場所を窓

口で尋ねていくため、町の観光にもつながったようである。 
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3．展覧会を知った理由（複数回答有） 

来館してここで 広報 チラシ インターネット 新聞など 人に聞いた その他 

54 35 64 6 35 30 11 

   ※その他の内容：はがチャンネル・看板・他の施設に貼られたポスターなど 

 

4．満足度 

大変満足 満足 普通 不満 大変不満 無回答 

158 58 11 1 2 2 

  満足度 ≒ 90．1％（平成 27年度よりも 6.5％上昇） 

  

5．意見・感想など 

  ・今後とも色々な展示をして下さい。（県博） 

  ・生きているものが見られると思ったのですがちょっと残念でした。（県博） 

  ・子どもの大人も楽しめとてもよかったです。（県博） 

  ・塗り絵が面白かった。（県博） 

  ・わかりやすい展示でした（大人の素人には）。（県博） 

  ・またこのような展覧会をひらいてほしい。（いせ） 

  ・身近な場所で作品展をありがとうございました。（いせ） 

  ・このようなものはどんどんやってほしいです。（いせ） 

  ・時々企画なされる展示を楽しみにしています。今回もありがとうございました。（いせ） 

  ・ポストカードなど販売があればうれしいです。（いせ） 

 

開催して欲しい企画展 

  ・子ども向けの昆虫、動物、植物など 

  ・土器や古墳 

  ・海・川・池にいる魚 

  ・かわいい生き物、人気の生き物 

  ・宇宙の博覧会 

  ・刀や甲冑など歴史的価値のあるもの 

  ・酒井駒子、いわさきちひろ、きたのじゅんこ、東逸子などの絵本作家・画家の作品展 

 

⑤普通収蔵庫の収蔵庫内展示 

・普通収蔵庫内において、考古資料・民俗資料を保管及び展示し、小学校の調べ学習、宿題等の

活用に供している。 

学校関係見学 6団体・198名（芳賀南小、芳賀北小、芳賀東小他） 

自治体 5組・80名 

一般他 23名 

計 301名 
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（２）展示室等の貸出（7回） 

会 期 展覧会名 観覧者数 

平成 28年 4月 29日（金）

～5月 7日（土） 
芳賀町写真クラブ・あいらぶ写真展 合同展 306名 

平成 28年 10月 27日

（木）～11月 1日（火） 
第 23回 芳書会書展 264名 

平成28年11月4 日（金）

～11月 6 日（日） 
第 35回 芳賀町民祭 書道展 300名 

平成 28年 12月 6日（火）

～12月 11日（日） 
押し花・ポーセラーツ教室展（多目的室） 180名 

平成 28年 12月 7日（水）

～12月 27日（火） 
第 22回 芳賀絵画教室作品展 1,404名 

平成 29年 1月 13日（金）

～1月 31日（火） 
芳賀町美術展 688名 

平成 29年 2月 11日（土

祝）～3月 26日（日） 
第 10回 芳賀町書道連盟会員展 373名 

 

（３）資料の整理・管理等 

・資料の整理・研究を随時行い、展示や普及教育などを通して町の財産である収蔵資料に関

する情報を町民に伝える。 

・資料整理・研究を行うことによって、資料に関する問い合わせににも迅速に対応できるよ

うに勤めている。 

・収蔵・展示する空間を整えるため、毛髪式温湿度記録計・パッシブインジケータ（酸用・

アンモニア用）で環境調査を行い、資料についても常に状態を確認し、町の財産を永く保

存・活用できるように収蔵庫の管理計画、資料の修復計画をしている。 

・総合情報館分館（与能）にある資料の一部と情報館にある資料の状態を確認し、燻蒸の必

要のある資料を燻蒸し、収蔵した。 

 

（４）資料の利用 

①他機関への貸出 

出 展 先 青木繁「海の幸」記念館 

貸出期間 平成 28年 4月 24日～平成 28年 6月 1日 

催 事 名 
青木繁「海の幸」記念館の開館にあたり、所蔵者の意向により寄託中の資料の

貸出を行う 

貸出資料 福田たね《青木繁 海ノ幸制作中の追思》 
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出 展 先 栃木県立博物館 

貸出期間 平成 28年 10月 1日～平成 29年 9月 30日（継続） 

催 事 名 常設展 

貸出資料 免の内台遺跡出土 磨製石鏃（1点）、谷近台遺跡出土 有舌尖頭器（1点） 

出 展 先 栃木県立博物館 

貸出期間 
平成 28年 12月 2日～平成 29年 4月 18日 

（うち展示期間平成 29年 1月 7日～4月 2日） 

催 事 名 「平成 28年度テーマ展 古墳時代の始まるころ―3・4世紀の人々の移動と交流」 

貸出資料 東秋場遺跡出土資料（1点） 谷近台遺跡出土資料（10点） 

 

②出版掲載等 

出版掲載申請資料 利用先 

福田たね関係画像（4点） 

福田たね作品画像（12点） 

とちぎテレビ「とちぎの伝統文化」等で使用 

平成 28年 5月 26日から（再放送あり） 

 

出版掲載申請資料 利用先 

福田たね作品画像データ（2点） 青木繁「海の幸」記念館において、複製品を作成展示 

 

出版掲載申請資料 利用先 

福田たね写真画像（1点） 

福田たね作品画像（1点） 

筑波大学名誉教授 内藤裕史 

「青木繁『海の幸』のモデルについて」（仮題）で学術論

文に発表予定 

 

出版掲載申請資料 利用先 

福田たね写真画像（1点） 

 

読売新聞 平成 28年 10月 30日「とちぎ見聞録」 

に掲載 

 

③資料提供 

提供資料 利用先 

椎谷 11号墳出土埴輪片（10点） 

後久保古墳埴輪出土埴輪片（10点） 

千が窪古墳埴輪片（10点） 

藤山古墳埴輪片（1点） 

秋元陽光（元上三川職員・栃木県考古学会） 

胎土を分析し結果を学術誌に掲載 

『埴輪研究誌 第 21 号』 2017 年 5 月 28 日発行 

p.92～に掲載 
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④寄贈資料の受入 

受入資料 概要 

幟旗（2点） 戦時中、出征の時に使用した幟旗。戦時中の様子を知る貴

重な史料である。 

受入資料 概要 

書籍 青木繁『假象の創造』  

中央公論美術出版社 

青木繁の短歌や論文などを集めた書籍の初版本である。

昭和４１年に１５００部が限定で発行され、これは２０

６番の番号がついている。 

 

 

（５）その他  

・職場体験受入：図書館と共に芳賀中学生の職場体験（マイチャレンジ）を受け入れ、資料

の計測、写真撮影、展示室の整備など学芸業務に関係する内容を実施した。 

・平成 29 年度に開催される栃木県立博物館開館 35 周年記念特別企画「中世宇都宮氏」に協力

するため、県主催の連絡協議会に参加した。 

・広報業務（芳賀チャンネル、広報誌、新聞等、ホームページ、チラシ等の作成） 

・レファレンス業務 

 ①資料に関する問い合わせ（福田たね、考古資料、民具など） 

 ②資料管理・施設管理に関する問い合わせ（他の公共施設から） 

 

   

文星芸大展、展示室の様子 

   

文星芸大展、交流ラウンジの展示風景 
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４ 文書館の統計と事業 

 

（１）資料の移管・収集 

・各課から保存期間満了文書の受け入れを行った。移管については、平成24年度より、年度当初の

文書整理作業と連動したかたちで、役場書庫において廃棄前文書を確認選別する方式に改めた。 

・祖母井保育園から、祖母井保育園修了記念写真（平成 10年度～平成 18年度）、水橋保育園修了

記念写真ファイル（昭和 48年度～平成 18年度）、スケッチブック貼付記念写真（平成 10年度・

平成 11年度）、祖母井保育園修了記念写真（昭和 42年度～昭和 47年度）、祖母井保育園修了記

念写真（昭和 48年度～平成 5年度）、祖母井北保育所（昭和 53年度～平成 6年度） 

 

（２）資料の燻蒸処理 

・学校資料等の燻蒸を行った。薬剤は、アルプ（酸化プロピレンとアルゴンの混合剤）を使用し、委託

会社保有燻蒸施設に資料を引き渡して作業を行った。 

 

（３）資料の利用と普及 

①レファレンス 

・芳賀町の歴史・文化に関する問い合わせに対応し、文書館資料等の提供を行っている。 

平成 28年度は、60件（提供資料及び情報 42件）の問い合わせがあった。 

レファレンス事例 

質問 1 

芳賀東小学校「好徳の松」の接木を行った際に、クローンの植生させること

に成功し、そのクローンの木が芳賀東小に戻される。ついては、報道機関の

取材も予測されることから、「好徳の松」についての由来を知りたい。 

回答 

『百年のあゆみ（祖母井小学校百周年記念誌）』（P.11、P.59）によれば、「門

かぶりの松」として記述されている。芳賀東小学校の前身である祖母井小学

校は、明治７年（１８７４） ５月、大田原藩祖母井陣屋跡に「好徳館」として開

校した。大田原藩祖母井陣屋跡（旧祖母井小学校西校庭南附近）には、２、

３軒の家屋があった。そのひとつに平石武右衛門旧邸がある。この松は、平

石氏の書院の前の庭木としてあったもので、大正１３年頃、民家が取り壊さ

れて、校地拡張が行われた。その時、現在の地に移植された。移植は、庭

師や体操の先生の号令で、運動会用の綱引き縄で、「イチニ、イチニ」と掛

け声をかけて曳いたといわれる。なお、「好徳の松」という呼び名が何時ごろ

付けられたかは、不明である。 

 

質問 2 自分の家の墓に「真壁郡」と記述されているが、それについて知りたい。 

回答 

『角川日本地名大辞典 ９ 栃木県』（P.1315）に該当する記述があるので、

その部分を提供する。平安時代末以降、芳賀郡北東部を中心とする地域

が、東真壁郡と呼称される場合があり、その名残が、墓石に刻まれたもので

あると推測される。なお、関連する記述が『芳賀町の歴史』（P.158、P.167）

にある。 
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②資料の閲覧申請件数 

・芳賀町史収集資料、公図等文書館資料の閲覧：9件 

③文書館講座 

・芳賀町を中心とする地域の歴史に触れることにより、参加者の地域アイデンティティを

醸成するとともに、記録資料等の保存の大切さ等を学び、芳賀町総合情報館の開設意義

等を深めるために講座を開催した。 

平成 28年度は、江戸時代の祖母井をテーマに 2回の講座を開催した。 

 

第 1回 

テーマ 「大田原藩と祖母井－大田原藩領下郷（下庄の展開）－」 

開 催 日 平成 28年 11月 26日（土） 

講   師 前川辰徳（大田原市那須与一伝承館学芸員） 

参加者数 35名 

 

第 2回 

テーマ 「江戸時代の祖母井神社」  

開 催 日 平成 28年 12月 17日（土） 

講   師 富田健司（芳賀町役場企画課） 

参加者数 34名 

 

④国立国会図書館レファレンス協同データベースの活動 

・レファレンス協同データベースは、国立国会図書館が、全国の公立図書館等と協同で構築運

営している検索サイトである。文書館には多種多様な問い合わせが来る。それらに対して、どの

ような回答を行ったのか、平成 25年 12月 26日、芳賀町総合情報館として登録し、様々な芳賀

町に関する問い合わせとその回答を入力し、インターネット上から自由に検索することができる

ようにした。 

・データベース上からの芳賀町の事例に対する平成 28年度被参照数：5,891件。 

最もアクセスが多かった質問は「芳賀氏について知りたい」で、1,187件だった。 

 

⑤文書館の展示 

・7月 20日から 8月 14日まで展示室 1において、「祖母井神社の再発見」と題して、祖母井神

社の古文書等の展示を行った。 

 

（５）外部活動  

・宇都宮大学教育学部からの依頼により、職員が教育学部で「社会」の講義を行った。 

開 催 日 平成 28年 6月 24日（金） 

出 張 先 宇都宮大学教育学部 

内   容 
「社会、歴史、学校資料の保存と活用について」と題して、文書館所

蔵の学校資料を素材として講義を行った。 
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５ 総合情報館の統計と事業 

 

（１）総合情報館運営協議会 

・総合情報館の円滑な運営を図るために、芳賀町の各種団体の代表者、学識経験者等（9名）で構

成し、運営内容の検討等を行った。 

開催日 協議事項 

平成 28年 6月 17日（金） ・委員委嘱 

・平成 27年度総合情報館事業報告について 

・平成 28年度総合情報館事業計画について 

・夏季期間の開館時間変更について 

平成 28年 11月 8日（火） ・総合情報館上半期事業報告について 

・平成 29年度総合情報館事業計画について 

・県内図書館市町内外利用者調査について 

 

（２）視察・施設見学 

 

 

 

 

 

 

 

（３）職場体験受入 

①栃木県立真岡北陵高等学校インターンシップ（就業体験） 

概   要 
真岡北陵高等学校のインターンシップとして、生徒の受入を行い、4

日間にわたり、図書館業務を中心に情報館の業務体験を行った。 

対 象 者 真岡北陵高等学校生徒 

実 施 日 平成 28年 9月 13日（火）～16日（金）の 4日間 

受入人数 1名（女子生徒） 

 

②芳賀中学校マイチャレンジ（職場体験） 

概   要 
芳賀中学校のマイチャレンジ推進事業として、生徒の受入を行い、3

日間にわたり、図書館業務を中心に情報館の業務体験を行った。 

対 象 者 芳賀中学校生徒 

実 施 日 平成 28年 11月 16日（水）～18日（金）の 3日間 

受入人数 3名（女子生徒 3名） 

 

 

 

 

受入日 視察・見学者 

平成 28年 4月 20日（水） 芳賀郡市女性議員研修会施設見学（7名） 

平成 28年 5月 27日（金） 芳賀東小第 2学年生活科学習施設見学（13名） 

平成 28年 11月 8日（火） 芳賀北小第 2学年生活科学習施設見学（36名） 

平成 28年 12月 6日（火） 宇都宮市立図書館「館報としょかん」用取材視察 

（3名） 
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（４）館内施設利用実績   

※申請書提出分の実績 

名称 利用件数 利用日数 利用人数 

多目的室 20件 37日 684名 

会議室 2件 4日 32名 

 

（５）広報紙の発行 

総合情報館の広報を目的として、平成 26年 9月から、広報紙「知恵の環館だより」を発行した。平

成 27年度は第 6号まで発行し、発行月の「広報はが」とともに配布した。 

平成 28年度から、イベント情報を含め毎月の「広報はが」内に「知恵の環館だより」としてページを

確保し発行した。 

 

（６）過年度からの主な利用実績の累計                                             （人） 

項目＼年度 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 

開館日数（日） 212 289 284 295 292 297 297 301 297 

1 
図書館 

入館者数 
77,083 91,928 92,225 100,861 98,494 103,815 108,539 111,967 113,000 

2 
展示室 

観覧者数 
6,237 10,244 12,004 16,379 12,237 13,503 9,730 14,944 12,468 

3 
収蔵庫 

観覧者数 
567 274 336 411 283 376 310 241 297 

4 
多目的室等

利用者数 
184 277 182 242 284 411 896 399 716 

5 
文書館講座

参加者数 
108 79 103 40 73 39 63 112 69 

6 
博物館事業

参加者数 
152 51 101 199 94 315 142 282 350 

合計 84,331 102,853 104,951 118,132 111,465 118,459 119,680 127,945 126,900 

累積数 84,331 187,184 292,135 410,267 521,732 640,191 759,871 887,816 1,014,716 
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芳賀町総合情報館（知恵の環館） 

〒321-3307 

栃木県芳賀郡芳賀町祖母井南一丁目１番地１ 

TEL： 028-677-2525 

FAX： 028-677-2886 

E-MAIL： johokan@town.haga.tochigi.jp 

HP： http://www.town.haga.tochigi.jp/ 

発行日： 平成 29年 6月 1 日 

発 行： 芳賀町生涯学習課 総合情報館係 


